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提案タイトル 子どもの安全配慮に関する研究

提案概要

（200 字程度） 
子どもの事故死は残念ながら長年減っておらず、重篤な事故を防ぐた

めに建築物・住宅には様々な配慮が求められる。

しかしながら、事故対策が十分にされていない建築物も多く、対策が

必要な箇所の整理が必要である。

事故防止のための配慮には、プランの工夫により子どもの危険を回避

する、安全対策のされた部材・設備を使う、既存の部材・設備に安全

対策を施す、など様々な手法がある。

また対策がされていても、例えば、計画時には対策がされておらず、

あとから付け足しているため見栄えがよくない、チャイルドロックな

どの機能はあるが実際には使用されていないなどの問題点があると考

えられる。そこで、対策必要箇所の整理、対策の手法、問題点をまと

め、意匠、使い勝手など様々な点で有効な子どもの安全対策の手法の

検討をおこなう。
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①新規性 UD の配慮についてはまとまった資料などがあるが、子どもの安全対策

についてまとまった資料はないため、有用であると言える。一般の建

築物においても、例えばオフィスビル内に保育所が新設されるなど、

用途の複合化が見られるため、子どもの安全については、検討しなく

てはならないテーマである。

②実用性 安全配慮が必要な箇所の整理が進むと、建築計画段階での配慮ができ

るようになったり、設備・部材メーカーの部材設計の際に配慮された

ものが開発されたりすることなどが期待できる。

③実現可能性 ゼネコン、住宅メーカー、設備メーカーなど様々な業種が集まる CBRD
の研究会をおこなうことで、事例研究が様々な視点から可能となり、

内容を深められると考えられる。

④建築や社会に対

するインパクト

子どもを取り巻く環境は進化しているように思えるが、子どもの事故

は一向に減少していない。本研究の成果が実現されれば、事故の減少

に寄与できると考えられる。

提案ポイントについて

① 新 規 性 ： 「従来の建築・住宅技術」に対する新規性について述べて下さい。

② 実 用 性 ： ご提案のアイデアが、学術研究や情報の蓄積や整理の範囲にとどまらず、

都市・建築空間で実地に用いる、あるいは実際に役立つ点を述べて下さい。 

③実現可能性： ご提案のアイデアが、理論や知識と情報、組織や体制、資金などの面から、

達成される見込み・見通しを述べて下さい。

④建築や社会に対

するインパクト：

生活や産業経済、建築空間に対する影響など、研究目標が達成され、成果が実

用化された場合の建築や社会に対するインパクトについて述べて下さい。

※ こちらにご記入頂いた内容も審査の対象となります。提案ポイント項目は審査評価基準に基づきま

す。
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